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（「元気会」の事務所は、笠岡グランドホテル正面です 気軽にお立ち寄りください） 

本会は、2012年５月に結成され、同年９月12日にＮＰＯ法人の認証
を受けました。 
活動の視点を、笠岡の元気を創る“まちおこし”とし、特に、①島、
②農村、③商店街、④干拓の活性化支援を行い、同時に社会的弱者
の方々の“さいごの砦”“駆け込み寺”として、会員のみなさん方
と力を合わせて、生活相談を強めていきたいと思います。 

 ３月16日、岡山県知事から障がい者の日常生活

及び社会生活を総合的に支援するための法律に基

づく、「生活介護事業所 三洋」としての指定通

知をいただくことができました。 

 建物購入を決定した12月の理事会から４ヶ月。

建築基準法に基づく旅館業から福祉施設への用途 

変更など難問山積の事務手続きや建物の修理、清

掃、片付け等々、関係各位の昼夜を問わずご協力

により、オープンの日をようやく迎えることがで

きました。スタッフ一同からお礼申し上げます。

ありがとうございました。 

          急ピッチな改修作業にあたり、    

        本当に関係各位にご無理をお願     

        いしました。こうした方々のご協  

        力なくしては、４月１日は迎えら

れませんでした。４月３日の開所式には、心から感

謝を申し上げたいと思います。 

 常時介護が必要な障がい者の方々に、主に

昼間、排せつ及び食事、入浴等の介護、洗濯、

家事等の生活相談・助言及び、日常生活上の

支援、生産活動の機会の提供などを行い、生

活能力の向上を支えます。「三洋」では、送

迎も行います。 



 元気会の生活相談は、2012年

５月で累計3200件を超えました。

社会の中で人々が暮らしている

と、どうにも苦楽があり、谷間

があります。「暮らしの谷間を

埋める」そんな思いの活動を、

月に一件のペースで今月から連

載します。 

名付けて 

〝入院保証人〟 

 ３月の日曜日、夕方７時頃。市内某

アパート女性管理人さんより電話あ

り。 

 「ウチのアパートの住人（70歳代    

   男性）が部屋から出てこない。 

   何かウメキ声らしく聞こえる。 

救急車を呼んでもいいが、先日も同

じような事で救急に来てもらったら、

お酒の飲み過ぎだった。 

 窓から中を見てみると、どうも裸

のようなので、私もいくら年を取っ

ていても女ですから、中に入れませ

ん。どうにかなりませんか。」 

 現地に出向き、室内に入る。 

酒は飲んでいない。 

声は出せない様子で、腹付近が「痛

い」とわずかな声で言う。全裸だ。

「パンツをハケ～」「上着を着ろ」 

救急を呼ぶ。包括支援センターと福

祉の担当者へ、休日だが一応連絡

を入れる。親族、身内は居ない、不

明だという。市民病院へ搬送。即、入

院とのこと。入院には保証人が 

いりますとの看護師さん。 

「ハイ、元気会で引き受けます！」 

 －同日、21時に入院－ 

 翌日、福祉事務所へ経過説明し、

引継ぎ。 

ＮＰＯ元気会の役割は、こうした

時間、 
人的、困難課題等で、行政が即対

応 
困難な谷間を埋める部分を担う事
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